
（例）二酸化炭素削減効果表の書き方(アンレット社 BH100にインバーター(富士電機ＳＲＮ7.5Ｆ1Ｓ)を設置する場合)

事業 ①

事業① 3439.0 ＫＷｈ

事業② 21111.9 ＫＷｈ

事業③

アンレット ｋｗ × 2 × 12 h/日 × 365 日/年 × 100 87.5 = 事業④

事業合計 75085.7 ＫＷｈ 24550.9 ＫＷｈ 32.7 ％

アンレット ｋｗ × 2 × 12 h/日 × 365 日/年 × 100 91.7 =

事業 ②

アンレット ｋｗ × 2 × 12 h/日 × 365 日/年 × 100 91.7 =

アンレット ｋｗ × 2 × 12 h/日 × 365 日/年 × 100 91.7 =

（例）『インバータの選定』

手順

①

②

一般社団法人　全国浄化槽団体連合会

二酸化炭素排出抑制対策事業費等補助金

(浄化槽システムの脱炭素化推進事業) 補助金担当

インバーターを採用した申請方法について

％

インバーター機種 富士電機ＳＲＮ7.5Ｆ1Ｓ

浄化槽メーカー及び保守点検業者と協議し、必要空気量を決定

後、選定した出力の数値を『事業②』「事業後」の「モーター

出力」欄に記入してください。（左表のように赤線を引いて選

定した空気量・出力の数値をマークしてください）

曝気ブロワ2台の更新

上記ブロワへインバーター新設による運転効率の改善

75085.7 32.7ＫＷｈ

ＢＨ100 5.29 50534.8 KWh

事業後 ばっ気ブロワ2台で1年に合計24(h/日)×365(日)時間の交互運転を行う。

モーター効率 年間消費電力量
メーカー 型式

1台当たりの

日平均運転時間

1台当たりの年

間運転日数

ＢＨ100 7.5 71646.7 KWh

事業前 ばっ気ブロワ2台が1年に合計24(h/日)×365(日)時間の交互運転を行っている。

事業対象機器
ﾓｰﾀｰ出力 台数

1台当たりの年間運転時間

ＢＨ100 7.5 71646.7 KWh

3439.0 KWh削減できる年間消費電力量

事業後 ばっ気ブロワ2台で1年に合計24(h/日)×365(日)時間の交互運転を行う。

1台当たりの年

間運転日数

事業対象機器
1台当たりの

日平均運転時間

7.5

メーカー 型式

ＢＨ100

補助事業におけるイン

バーター装置の採用につ

いて

事業前

インバーターは周波数を下げることによってモーターの回転数を落とし、その結果として、モーター出力が下がり吐

出空気量も下がります。(1)機器改修事業を検討するにあたって、現場の浄化槽処理状況を鑑み、保守点検業者が維

持管理上の必要性から必要空気量を低減する場合において、インバーター装置の設置をご検討ください。

モーター効率

ばっ気ブロワ2台が1年に合計24(h/日)×365(日)時間の交互運転を行っている。

ﾓｰﾀｰ出力 台数
1台当たりの年間運転時間

年間消費電力量

メーカーにブロワの型式・出力・吐出圧力等を伝え、『イン

バーターの選定に関する資料を作成、提供してもらう。

↓

75085.7

削減率
削減できる

年間消費電力量

各事業前の

年間消費電力量

KWh

削減できる年間消費電力量 21111.9 KWh


